
磨承志
氏を団
長と
する中
国

河村先日紛
闘
し
た巾同の必
な
り近
く、
キ
メこ
ま
か
く口李r－
サ

嬰引
をし
ている
状m
が
あ皇子
か

・
中
日友好協会訪日代表団
自代表団に
は、
オー
ソ
ドッ
ク
ス
な1
ベ
イ（災地整〉するとい
う、
むらね。
それ
で
日奈い
い気に
なっ

際的の
ほ
か
に
中
ソ
対訟を反映し
てしろ
中
国側に多く
の慾叶怖が
あっ
た
ていてはいけ
ま
せん
カ；：

は、相互理解と友好親善と
い

の懇話
あっ
た
と思う
ん
です
が、
ん
じゃ
な
い
で
しょ
う
か。

河村一
方
開示側
には
グ
ロー

ラ
大
き
な
成
果
ぞ
あ
げ
て
州
国
し

ど
う
で
す
か。

ソ
泌
と
の
関
係につ
い
て
は
よ
函
パ
ル（包
箔
的）
な
外交
戦
略
が
な
り

た
が、
同

代表
問
の
側
面
の
意
義、

中
嶋

禁
悲
さん
は
じ
め
管
の
2
聞に
限
争
中
凶
の

搭器対
対
中
凶
政
策に
密
不
動
の
も
の
が
は

は
こ
こ
十
年
く
らい
の
円
水
の
変
佑を
日政
節
その
も
の
が、
そ
れ
に
大
き
〈
く、
その
場
その
拐
で
適
当に
励い
て

と
れ
か
ら
の
日
中
関
係
の
す
す
み

知らな
いわけ
で、日本
を知
り
た
い規出血さ
れている
んじゃ
な
い
で
しょ
いる印象
が強い
ですね。
中閥、

方、
あわ
せ
て現在
の
中
国
の方
欲求は
非常に強
い。
また
郡小平
の
う
か。
中
国
は
日本に
対して一方
で
ソ迎
双方
が
対日媛
近に懸
命
な
と
き

向
などにつ
いて、東京外語
大

喜芸む文
化大器以降の
中凪
喜裏合、
一方
では新し
き友
に、どっちに
も
適
当なこと
をど

の
政
治の
変
化
と
山町
田情説
関
係
を
持つ
人の
拡
大
と
い
う
こ
館
構
造の
政
策
を
て
は、
結
局
非
常なマ
イ
ナス
に
な
る

助教授
の中嶋嶺雄
氏と、民社
代必聞で
あ
り、言メ
シパー
は
い
当耐とる
と尽己、
塑躍だんだ
んじゃ
ない
か。

党
国
際
局
長
の
河
村
勝
氏
と
で
話

ずれ
も
文革
以
降一

時間客
約
し
てい
ん
広
がっ
てく
る
と
隊
い
官字。
中
ソ

中
嶋
ご
指
摘の
巡
り
で
す
ね。
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手
ね。
そ
の
点
目
京
留国
政
節

語
障一一
と一
八
O
度
巡っ
た
方
向
に
向
車
し

震
で内
政的
に
も
対
外
的
に
き
ま
る
か、
で
な
け
れ
ば
路線
的に
は
劉
少
とし
て
効
力
を
持つ
ん
じゃ
な
い
で
し
て
る
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か

は
雲
間
阻で
か
な
り
欠
浴し
た
と
こ
言

語豆一
た
も
の
と
襲
で
き
る
か
で
き
な
い
か
で
包
閣
と
巡っ
た、
特に
国
際
化
時

訪の
やっ
た
よ
芸
霊
を
と
ら
ざる
さ
っか。
中
国
は
多元
的
な
社
会で
あ

宿
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．
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番
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な
い
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震
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む
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代
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中
閣をつ
く
ろ
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と
し
を
怒
い
ん
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な
い
か
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の波
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ま
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台
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ο
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制
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望一一
治の
議に
あ
つた
｜つ
ま
D
悶恩

でしkうね。
型
店伯
区、白
河村
一昨年、日中ー症の必＝一
九一一二一
禁祭
器
裂を吹ポト（支

泌と外交関係議つ
が事
関係改
中聞の
メ

ン
バーとて行っ
た
と言一←＝一一一一きし
た。
なら
ば今後文
部の筆

残すとい義明
がどこまであっ
た
き、ちょ
うど日合条約撃の以則呈一
宣言症
をいやし中国
を再建してい
くう

か、

喜
条
約が
お
任
した
議
を
と
が
で
さ
あがっ
た
附
型、

議
店
主

呈一
え
で、
十
回
大会
主
著
銘の
組
織
づ

れだけ税関したか。あのプロセス側に、「灯台集約接続すべしと
喜
一一一一ぺ准はきな刈川崎府河川河川沿

（経治）では全
部逃げてた
と似う
い
う以則
はわ
かる
が、別川此の
間阻害一
一一一一一一一いか。何も毛沢民の幹

部
政
策
が制叫

んです。
それが航番
号出てき
として、
喜条約
議裂しなけれ
章
一一一一
池山い
はい円筒が
警つはA

たわけ
で、
中
国
との
交
渉
には
そう
話交正信交
渉はで
きな
ハと主－一一一一らじゃな
くて、逆の一国が
あるん

い
芸
質
的
福山
号隠
さ
ずに、
は

き」
と
で
あ
れ
ば、
実
上交
渉
寝

室

主で
す
よ。

じめか
らキ
チン
と
した
う
えで棄
が奇警なる。
日台
条約は交渉一
三一一
い家人民自殺をき
八
対ごく

め
てい
く必盟
がある。
そのへんが
の後終段階で、
何らか
の形で解約三
F一一一らhで周恩来路
線
に
対する批判、

線放山勾でしょう。

さるべ屯ξ也のと観解
するが、どう
三一一一現
実主議
が深まって
る
な
ん
て
ナ
ン

河村そうでしょうね。アメか」といったら、「それはさわめ

センスだとか、平和マヒ思想つ

リカでは台のの火山削と巾凶の辿て則夫的な問閣であら。いまは似

まり不利英符路線に対すお指判が

純明務所の
両刀
が作似し
ていの。
そ則九酬の時
閉であって川凶作品州
に入る
山
てる。山岡田出来
と
し
ても仰に
そ

の
へ
ん
の
ケ
ジ
メは
冷
微
な
ま
で
に
問
時
期で
は
な
い」
とい
う
返
切で
し

れ
らに
対
処し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

め
て
ある
ん
ですね川

た。
ああわ
かっ
たと思っ
て、
そ
れ

ない。そ
れ
に一
つ
の早耳目
が出てく

中
嶋
ア
メ
リ
カの
政
策は
ワ
ン以上突込
ま
な
かっ
たん
です
がね。

チャ
イ
ナ・
パ
ッ
ト・
ノッ
ト・
ナ
ウ

中
嶋
そ
れが
外
交
番で
笑

（一
つ
の
中
関、
し
か
し
い
去
は
そ
う

幻な
ん
で
す。

はU
め
長する
ア
ジ
ア
の不安
と動摺

に、臼本
がど
れほど失感、理艇
を

示し川容
かが
今後の大
き
な以組
じ

ゃないでしょ
う
か。

河村
あ
の
中

彩縦
悲
話

み
ん
な
洩
うん
で
非
常
に
現
実
主
訟
で

河村
別災主総額制
は申告点
すも深
め
たい山首のさつですね。明記
け
に
対し
て自身
の民族形成、
関家すね。日
本
の刷窓口
はそ
ういう現尖

る
としても、民族解放闘争
を支綬
いア
フ
リ
カ、
ラ
テ
ン・
ア
メリカ
で叩旭川耐を
キ
チ
ンと
し
ないと、得来呑
を
見ない。
外
交
戦
略
の乏しい
の
が

し、進
めるとい
う建て前
は残つ
ては
中閣
は割にう
まくいっ
てるん
で
みこ
ま
れて
しま
うとい
う不安、お心
配で
すね。

るわけで、
こ
れ
が今後どう変化す
す
が、こと
ア
ジ
アに附しては
あ
ま
それ
が
あ
る。

中
嶋そ
れ
に日本
は益法

あ
カしtいや。

り長男
を持ち
すぎている。
そ

そ
れ
が
あ
れば
こ
そ

AEA
白書ぎ
る
でしょう。

中
嶋
す
でに変
化
が出
てる
と
れ
にア
ジ
ア簡はすべて中
凶慰（崩ア
ジ
ア続
開望日）
の去J
河村
義化
時代といって

患い
ま
す。
中
嗣
は
最
近
厳
命
外交
を
を
内
に
倒
え
てい
て、
総
俄
問
問、
却
に、
去
十
年
代
の
朝日必
主
お
的な
噛仲間
も、
極
舟忘
る
大関
と
の
関
係
ば
か
D

あ
ま
りいわ
な
く
なっ
て、それ
よp
aみ容｜。し
か
も従軍
盟主主流と
は雪、新しい震見てい
ると、日
本の葉なん
て
あ

もっ
と岡市本的
レ
ベ
ルで
中
間
の滋絡図の外交政策
が交わるたびに
ア
ジ
で
の現災
的
な
ノ
ン・ア
ラ
イン
メ
ンりま
せんね。臼本は
あくまで
ア
ジ

が
東
南
ア
ジ
アに
カゲ
を
投
げ
か
ける
ア
活
躍
大
き
語
警
護
を
受
け

ト・
ポ
リシー
（
非
同
盟
裏
話、
ア
の一
民で
す
か
ら、

霊
諸
国富

ん
じゃない
か。嶋一近は
その
閣の
政てきた
だけに、
中
国
そ
リア
ル
に
見
ア
ジ
ア巾小続出の相思
として出て
頼がない
とEi－－。

府
と
の
関
係
を
対
ソ
関
係の
うえ
か
ら
で
る
と
思
手仰
で
す。
巾
阿
の
働
き
か
きた。
そ
うい
う
AS
E
AN
新
国
を
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反映する中ソ対立
し、災務協定
で
もい
ろい
ろ難航しで、回窓の経務方を必蝦
と
すお。

て
ま
すね。

それに臼木側がどう応
ずる
かは、

国
中
内
閣
の
田
中
復
交
が
ア
メ
リ
カ
申
図、
ソ
述
それ
ぞれ
に
刺
激
的な
謀

と
決
定
的
に
遇
うの
は、
中
閣の
災
情
閣で
す
か
ら、
ひ
と
た
び
幽
m
が
狂え

を研究し
中
間
政
策
を
キ
メこま
か
くば日本
が
深刻
な
中
ソ対
立に巻込
ま

立総
して、
そ
ういうス
ト
ラ
ト
ジ1れ
る懸念
も
ありますね。

（
戦
略）
で
田
中
関
係の
打
開
が
成つ

な
ぜい
ま、
こ
うも
日
本
に
線近
鱗

た
と
い
う
より、

非常に
ラッ
キー
な

繋
ず
る
か
と
い
語、
中
ソそれ
ぞ

中国側の事情に乗った形なんですれの世界戦踏の一環なんで、ソ巡

ね。
今
後
た
と
え
ば
ソ
連
と
の
聞
で
シ
は
中
国
封じ
込
め
政
策の一
つ、
中
闘

ペ
リ
ァ、
チュ
メニ
池
田
開
発
を
巡
め
は
何
と
か
それ
を
閥択
肢
し
よ
う
と
対
日

な
け
れ
ばな
らな
い一
方、
中
闘
も
今
政
拙問
を
飢
加
し
て
き
で
る。
そ
うい
う

の
刑制
京怠
磁
路
線
か
ら
す
る
と、
特に
中
ソ
双
方の
m
に
日
本
が
な
る
危
険
が

対
ソ
患の
赤、り
も
聞
防
上の
問問
あ
る
ん
で、
周

悪裕福
恵
蓬つ
に

か主
語はプレジネフだ

の附に閣僚
会議
があるE

中
国
と
や
ろう
と
か、
両
方

に
手を
さ
し
のべ
る
の
は
絡

でも何でもなくて、京休

日
和
見
外
交、
その
町制
服り

す
ね。
う
ま
く
いっ
てる
閉山

図
際
的な
日
本
の
地
位、
7

地
位
から
し
て、
日
本
自身

努
を
キ
チン
と
櫛怒し
た」

後
一わな
い
と、
間一胞が
問中

ツ
チ
も
サツ
チ
も
い
か
な／

知れ
な
い。

．河村こ
の聞
の実

中国の対日政策に

外
交
戦
略
乏
し
い
日
本

..... 

眠
除問
河
村
勝

東
南ア
は
もっ
と
現
実
的
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